第四次柏市芸術文化振興計画（案）に関する柏市文化振興審議会委員意見

１．これまでの文化振興計画とその活用状況、問題点

　・市民が柏市の文化振興について、あまりにも情報不足でよく分

　かっていないという点がある

・柏市の文化振興に携わっている人の高齢化が情報発信の弱さに

　つながっており、それに対するサポートがされていないのでは

　ないだろうか

・次世代の人間を取り込む世代交代がうまくいっていないのでは

・「公」と「民」の融合という目標設定については格別の問題点は

　見受けられず、理想的な設定となっている
２．文化振興計画策定の上での必要事項

　・文化・歴史がシビックプライドを高めるという柏のアピール的

側面から、（文化振興策を活用して）住んでみたい街、住み続け

たい街としてのアピールをどのようにするのかを考えること

・文化的な街であることは子どもを安心して産み育てられる街か

　ということについて大切なファクターになることを留意してほ

　しい

　・文化好きな人を支援するのではなく、政策としてなぜ文化振興

　　が必要なのかを前面に押し出してほしい

３．たたき台に関する意見

　・第四次振興計画（案）から熱を感じず、第三次振興計画と似て

いるように思える。現代の文化芸術施策を勉強した専門家の意

見を取り入れてはどうか。また、アートマネジメントのプロを

アドバイザーに入れてはどうか。

・従来から実施してきたことの継続が多く、新鮮さがほしい

　・本文の最初のページに「行政はより一層市民の芸術文化に関す

る要望に対応していくことが求められています」とあるが、こ

れを実際に見える形で実施していくことが必要であろうと思う。

ここでいう「市民」には、文化芸術の創造・展示・表現に関わ

る人たちももちろん含むが、施策の方向性を決める際には、そ

れ以上に鑑賞者の立場にある人たちのことを考えるのが重要だ

と思う。（身近な言葉で説明するなら「消費者目線で賞品を見る」

ということ）

・芸術分野の重点を音楽に置くのは良いと思う

　・芸術分野の重点を音楽に置くのは悪くはないと思う。美術展示・

絵画分野で「柏らしさ」を前面に出すことは現時点では未だ厚

みが少し足りないように感じる

・重点施策の「吹奏楽を活かしたまちづくり」はもっと広く「音

　楽のあるまちづくり」ではいけないのか

・重点施策の「音楽の街かしわの創出（吹奏楽を活かすまちづく

　り）」は、柏市の最も著名な音楽家である石田先生を中心とした

　活動を前面にだすことでしょうが、現在の提案では柏市が特別

　にプロデュースすることを通して何か新しいものを創出すると

　いうよりは、従来からの石田先生との市立柏高校吹奏楽部が積

　み上げてきた実績と名声に依存した企画であるような印象を与

　えてしまう。そのため、これが柏市の重点施策としてあげられ

　ることに一抹の寂しさを感じる。

　・人材の育成についてはプロデュースという観点から工夫をすれ

ば恐らく現在より活性化できるのでは

　・「文化振興のための環境づくり」では柏市がこの課題に対して何

ができるのか、何をしなくてはならないのかという視点が曖昧

なように思える

　・「文化振興の収集と活用」では指摘されているように情報を行政

が把握することは必要だと思うが、さらに市による広報がどの

ような視点に立って積極的に実施していかなくてはならないの

かという明確な意識を形成する必要があると思う

　・柏市在住または柏市に関係する文化芸術愛好家たちに、実際に

意見を聞いて、柏市がこれまで行ってきた文化芸術支援活動の

どこが評価でき、何が不足していたかについての意見をまとめ

る作業をしてはいかがか。

　・単なるアンケートやモニター以上に市民の中に眠っている意見・

批判・提案を丁寧に掘り起こす仕組みが必要である。さまざま

な意見を聞くうちに、市の文化芸術振興に行政がどのように関

わるべきかが見えてくるのではないか

　・柏市の文化行政には上演芸術の若手芸術家をオープンな形で発

掘し、紹介する機会とそのための仕組みも必要では

　・柏市にはこういう文化振興の戦略があり、その担い手はこうい

う人で、そのための事業はこれ、これは民間に任せるというよ

うな分かりやすい資料（図または表）があれば助かる。他市が

やっているから柏市も必要、は通らない時代なので、系統立て

て考えることで具体策の過不足を検証できるのでは

４．その他柏市文化振興に関する具体的な意見・提案

　・市民への柏市郷土資料展示室の存在と企画展等について宣伝活

動の推進が必要

・移転後の市民ギャラリーでは市、文化課主催企画展を年１回は

　開催してほしい（全国に発信できるようなレベルの企画展を）
・美術品寄贈受け入れのハードルを高くすべき

　・学芸員の採用をしてほしい
　・子どもたちが歌うことの「ワークショップ」は実現できないか

  ・マスコミへの情報提供を地道に行っていくこと。また情報誌ほ

　　かへの掲載件数をチェックし、増加度などをはかること

　・情報発信について市ＨＰ内の文化に関する箇所に美術に関する

項目を設けるなどリニューアルを行い、常に発信し続けるよう

に

資料３








